
J A  H O K U S A I  I N F O R M A T I O N 2020・NO.289

特集１『ＪＡほくさい第2₄回通常総代会』 ‥‥‥‥ 2
特集２『支店等再編計画』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9
INFORMATION ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13
営農ワンポイント‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15
ニュースストーリー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16
表紙の人／俳句‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1₇
長島弁護士の法律相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18
クロスワードパズル‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19 Ⓒよい食Ｐ

７



　　ＪＡほくさい
第24回通常総代会

総
代
会
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
２
年
６
月
10
日
㈬
午
後
１

時
30
分
、
丸
木
常
務
の
司
会
進
行

に
よ
り
、
ほ
く
さ
い
農
業
協
同
組

合
第
24
回
通
常
総
代
会
が
開
会
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
総
代
会
は
、
例
年
行
っ

て
い
た
地
区
別
説
明
会
を
中
止
し

た
他
、
出
席
者
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
し
て
マ

ス
ク
の
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
設
置
し
、
来
賓
に
は
出
席
を
控

え
て
い
た
だ
く
な
ど
縮
小
規
模
の

な
か
で
、
開
催
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
坂
本
組
合
長
が
日
頃

配
当
金
の
お
支
払
い

　

総
代
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
令

和
元
年
度
剰
余
金
の
一
部
は
出
資

配
当
金
と
し
て
８
月
中
に
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
Ｊ
Ａ
貯
金
口
座
へ
振

り
込
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
を
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
現
金
で
お
支
払
い
し
ま
す

の
で
、
管
轄
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

出
資
配
当
金
は
出
資
額
に
対
し

１
・
５
％
の
割
合
で
総
額
約

４
６
６
２
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

の
農
協
事
業
へ
の
協
力
、
理
解
に

対
す
る
お
礼
を
述
べ
、「
当
Ｊ
Ａ

に
お
い
て
も
感
染
防
止
に
努
め
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
終
息
す
る
ま
で
徹
底
し
て

参
り
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
選
任
に
つ
い
て
は
「
司
会

者
一
任
」
の
声
に
よ
り
羽
生
地
区

総
代
・
須
永
英
司
氏
が
指
名
さ
れ
、

就
任
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
議
場
に
議
案
審
議
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
、
書
記
に
つ
い
て
は
、
岡
田
、

武
井
両
職
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
川
里
地
区
総
代
の
川
邉

晃
氏
か
ら
「
事
前
に
配
布
さ
れ
た

総
代
会
資
料
で
内
容
は
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
の
説
明
を

省
略
し
、
質
疑
の
後
採
決
を
お
願

い
し
た
い
」
と
の
動
議
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
井
常
勤
監
事
か
ら
の
監
査
報

告
の
後
、
議
長
は
報
告
事
項
・
第

１
号
議
案
か
ら
上
程
し
、
小
林
常

務
が
そ
れ
を
朗
読
し
て
議
事
が
進

行
し
ま
し
た
。

　

採
決
は
出
席
し
た
総
代
の
決
議

と
議
決
権
行
使
書
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
第
１
号
議
案
か

ら
14
号
議
案
及
び
附
帯
決
議
ま
で

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
は
次
頁
の

と
お
り
で
す
。

　

最
後
に
、
丸
木
副
組
合
長
が
閉

会
の
言
葉
を
述
べ
、
第
24
回
通
常

総
代
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し

た
。

通常総代会資料
第　 24 　回

第25期 事業計画書第24期 事業報告書

坂本組合長

議事を進行する須永議長

閉会の挨拶をする丸木副組合長

監査報告を述べる平井常勤監事

司会進行の丸木常務

議案を提案する小林常務

（
呼
称
は
総
代
会
時
の
も
の
で
す
）
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提

出

議

案

報
告
事
項

　

第
24
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
注
記
表
の
報
告
に
つ
い

て
第
１
号
議
案

　

第
24
期
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

第
25
期
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
３
号
議
案

　

支
店
等
再
編
計
画
に
つ
い
て　

第
４
号
議
案

　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

第
７
号
議
案

　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規

程
の
廃
止
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　

農
業
経
営
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

第
９
号
議
案

　

全
国
新
聞
情
報
農
業
協
同
組
合

連
合
会
へ
の
加
入
・
出
資
に
つ

い
て

第
10
号
議
案

　

退
任
理
事
に
対
す
る
役
員
退
任

慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

　

退
任
監
事
に
対
す
る
役
員
退
任

慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
13
号
議
案

　

令
和
２
年
度（
第
25
期
）に
お
け

る
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
14
号
議
案

　

令
和
２
年
度（
第
25
期
）に
お
け

る
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
権

利
義
務
に
関
せ
ざ
る
字
句
の
修

正
及
び
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る

変
更
に
つ
い
て
は
そ
の
処
理
を

理
事
会
に
一
任
す
る
。

提出議案議決結果

第2 4回通常総代会　総代出席状況

賛成 反対 無効 合計
第１号議案 510 3 5 518
第２号議案 513 0 5 518
第３号議案 503 10 5 518
第４号議案 513 0 5 518
第５号議案 513 0 5 518
第６号議案 512 1 5 518
第７号議案 513 0 5 518
第８号議案 513 0 5 518
第９号議案 512 1 5 518
第10号議案 510 3 5 518
第11号議案 511 2 5 518
第12号議案 510 4 5 519
第13号議案 510 3 5 518
第14号議案 511 2 5 518
附 帯 決 議 513 0 5 518

※議長は議決権がありません。　※第12号議案については、議長も投票しているため他の議案と異なります。

基幹支店名
総代数
（Ａ）

出席合計
（Ｂ＝Ｃ＋Ｄ）

書面出席
（Ｃ）

当日出席
（Ｄ）出席率

（Ｂ/Ａ）％
行 田 中 央 103 103 100.0% 103 0
川 里 中 央 34 34 100.0% 33 1
羽 生 中 央 120 117 97.5% 115 2
加 須 中 央 122 121 99.2% 120 1
騎 西 中 央 64 64 100.0% 64 0
北　川　辺 30 30 100.0% 30 0
大利根中央 50 50 100.0% 49 1
合　　　計 523 519 99.2% 514 5
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就
任
の
ご
挨
拶

ほくさい農業協同組合
代表理事組合長

大　塚　　宏

　

組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
当
組
合
事
業
に
格
別
の
ご

厚
情
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
度
６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
通
常
総
代
会
終
了
後
の
臨
時
理
事

会
の
決
議
に
よ
り
、
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
人
類
史
上

未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
解
除
さ
れ
た
と

申
し
ま
し
て
も
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
総
代
会
へ
の
ご

出
席
や
そ
れ
に
伴
う
地
区
別
説
明
会
の
開
催
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
ず
、
総
代
の
皆

さ
ま
へ
の
直
接
の
ご
説
明
が
か
な
わ
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
中
で
、
書
面
で
の
ご
説
明
の
み
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、
議
題
に
つ
い
て
速
や
か
な
採
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
が
置
か
れ
た
状
況
は
決
し
て
楽
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
異
常
気
象
に
よ
る
様
々
な

影
響
な
ど
大
き
な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
も
、
競
争
力
の
強
化
や
生
産
性
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
で
は
「
創
造
的
自
己
改
革
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標

と
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
役
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
実
践
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
強
化
を
目
的
に
、
現
在
支
店
等
再
編
計
画
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
は
存
じ
ま
す
が
、
総
合
農
協
と
し
て
の
強
固
な
事
業
・
経
営
基
盤
を
構
築
し
、

組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
、

「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

管
内
は
、
埼
玉
県
を
代
表
す
る
穀
倉
地
帯
で
あ
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
に
隣
接

す
る
品
質
鮮
度
の
高
い
供
給
産
地
で
す
。
今
後
も
営
農
・
経
済
事
業
を
柱
に
基
盤

づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
金
融
・
共
済
事
業
を
充
実
さ
せ
、
皆
さ
ま
の
「
営
農
」
と

「
生
活
」
を
支
え
て
参
る
所
存
で
す
。
ど
う
か
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❹



地域担当
理事

専門
委員会

　

総
代
会
終
了
後
、
理
事
会
・
監
事
会
を
開
き
、
新
執
行
体
制

を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
担
当
理
事
の
設
置
と
、
各
専

門
委
員
会
の
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

加須地区

松本　信一

会長理事

坂本　富雄

常務理事

吉田　岳雄

営農・経済委員長

増田　守男

大利根地区

山下　達男

羽生地区

丸木　仁

常務理事

大澤　治雄

員外監事

持田　茂

金融・共済委員長

石塚　宏司

北川辺地区

秋山　茂

川里地区

新井　公平

常務理事

丸木　武士

常勤監事

高橋　浩

総務委員長

島澤　万藏

騎西地区

小川　保夫

行田地区

岩田　善道

代表理事副組合長

平井　清敏

代表監事

金子　久男

❺



選出地区名 役 職 専 門 委 員 会 氏 名
羽 　 生 代表理事組合長 大 　 塚 　 　 　 宏
加 　 須 代表理事副組合長 平 　 井 　 清 　 敏

常 務 理 事 丸 　 木 　 武 　 士
常 務 理 事 大 　 澤 　 治 　 雄
常 務 理 事 吉 　 田 　 岳 　 雄

行 　 田 会 長 理 事 坂 　 本 　 富 　 雄
行 　 田 理 　 事 総 務 委 員 岩 　 田 　 善 　 道
騎 　 西 理 　 事 営農・経済委員 関 　 口 　 修 　 一
行 　 田 理 　 事 金融・共済委員 落 　 合 　 哲 　 男
加 　 須 理 　 事 総 務 委 員 松 　 本 　 信 　 一
北 川 辺 理 　 事 総 務 委 員 秋 　 山 　 　 　 茂
北 川 辺 理 　 事 営農・経済委員 増 　 田 　 守 　 男
騎 　 西 理 　 事 総 務 委 員 小 　 川 　 保 　 夫
加 　 須 理 　 事 営農・経済委員 新 　 井 　 　 　 保
行 　 田 理 　 事 総 務 委 員 島 　 澤 　 万 　 藏
羽 　 生 理 　 事 営農・経済委員 増 　 田 　 利 　 夫
大 利 根 理 　 事 総 務 委 員 山 　 下 　 達 　 男
大 利 根 理 　 事 営農・経済委員 石 　 井 　 　 　 茂
川 　 里 理 　 事 総 務 委 員 新 　 井 　 公 　 平
羽 　 生 理 　 事 営農・経済委員 伊 　 藤 　 正 　 男
川 　 里 理 　 事 金融・共済委員 川 　 邉 　 　 　 晃
大 利 根 理 　 事 金融・共済委員 石 　 塚 　 宏 　 司
騎 　 西 理 　 事 営農・経済委員 松 　 井 　 弘 　 文
騎 　 西 理 　 事 金融・共済委員 泉 津 井 　 　 　 治
羽 　 生 理 　 事 金融・共済委員 折 　 原 　 　 　 始
加 　 須 理 　 事 金融・共済委員 浅 　 川 　 孝 　 文
羽 　 生 理 　 事 総 務 委 員 丸 　 木 　 　 　 仁
羽 　 生 理 　 事 総 務 委 員 奥 　 澤 　 和 　 明
羽 　 生 理 　 事 金融・共済委員 小 　 山 　 晴 　 美
行 　 田 理 　 事 金融・共済委員 堀 　 口 　 晴 　 義
加 　 須 理 　 事 金融・共済委員 瀬 　 田 　 利 　 昭
行 　 田 理 　 事 営農・経済委員 新 　 藤 　 雄 　 作
加 　 須 理 　 事 営農・経済委員 門 　 井 　 馨 　 一
加 　 須 理 　 事 総 務 委 員 山 　 中 　 哲 　 大
行 　 田 理 　 事 営農・経済委員 山 　 本 　 春 　 子
羽 　 生 理 　 事 営農・経済委員 飯 　 塚 　 真 砂 美
加 　 須 理 　 事 金融・共済委員 儘 　 田 　 光 　 子
大 利 根 理 　 事 総 務 委 員 大 　 谷 　 佐 智 子
行 　 田 代 表 監 事 金 　 子 　 久 　 男

常 勤 監 事 高 　 橋 　 　 　 浩
川 　 里 監 　 事 小 野 寺 　 勝 　 郎
羽 　 生 監 　 事 間 　 中 　 治 　 彦
加 　 須 監 　 事 田 　 宮 　 正 　 美
加 　 須 監 　 事 秋 　 山 　 雄 　 一
大 利 根 監 　 事 黒 　 川 　 正 　 美

員 外 監 事 持 　 田 　 　 　 茂

ＪＡほくさい役員の執行体制(任期３年)
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第24回通常総代会にあたっての

総代の皆様からの
ご意見・ご要望をご紹介いたします

Ⓒよい食Ｐ

Ｑ　

非
常
勤
理
事
が
多
す
ぎ
る
と

思
う
。
質
問
や
提
案
の
で
き
る
若

手
の
方
に
役
員
に
な
っ
て
欲
し

い
。

Ａ　

役
員
の
定
数
は
、
令
和
５
年

６
月
の
任
期
満
了
に
よ
る
次
期
役

員
改
選
時
ま
で
に
、
見
直
し
を
し

て
い
く
方
針
で
す
。
な
お
、
理
事

に
は
40
歳
代
の
認
定
農
業
者
も
就

任
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

総
代
が
多
す
ぎ
る
と
思
う
。

Ａ　

農
業
協
同
組
合
法
第
48
条
に

よ
り
、
正
組
合
員
が
２
５
０
０
人

を
超
え
る
組
合
に
お
い
て
は
、
総

代
は
５
０
０
人
以
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

田
植
え
の
忙
し
い
こ
の
時
期

に
、
何
故
通
常
総
代
会
を
開
催
す

る
の
か
。

Ａ　

当
組
合
定
款
第
38
条
に
よ

り
、
毎
事
業
年
度
１
回
６
月
に
通

常
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ　

理
事
会
の
出
席
率
、
質
疑
回

数
、
提
案
回
数
を
開
示
し
て
欲
し

い
。

Ａ　

理
事
会
へ
の
出
席
や
質
疑
に

関
し
て
は
、
一
定
の
手
続
き
に
よ

り
、
各
支
店
に
備
え
付
け
て
あ
る

理
事
会
議
事
録
に
て
閲
覧
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

Ｑ　

支
店
等
再
編
計
画
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
と
農
家
を
物
理
的
に
も

精
神
的
に
も
大
き
く
引
き
離
す
結

果
と
な
る
の
で
反
対
で
あ
る
。
Ｊ

Ａ
が
い
か
に
地
域
に
溶
け
込
ん

で
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
欲

し
い
。

Ａ　

最
寄
の
支
店
が
な
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
物
理
的
に
生
じ
た
距

離
に
つ
い
て
は
、
今
後
増
員
す
る

渉
外
担
当
者
が
出
向
く
こ
と
よ
っ

て
、
組
合
員
・
利
用
者
と
Ｊ
Ａ
と

の
距
離
を
近
づ
け
る
べ
く
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ　

利
益
を
得
る
た
め
に
合
理
化

す
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
が
、
組

合
員
の
た
め
を
考
え
て
、
あ
え
て

非
合
理
的
に
事
業
を
続
け
て
も
良

い
と
思
う
。

Ａ　

部
門
別
損
益
計
算
書
で
は
、

農
業
関
連
事
業
・
営
農
指
導
事
業

の
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
組
合
員
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
事
業
と
位
置
付
け
て
、
事
業

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組

合
員
・
利
用
者
の
た
め
に
も
、
Ｊ

Ａ
の
安
定
経
営
を
維
持
す
る
べ

く
、
あ
る
程
度
の
合
理
化
は
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

北
川
辺
農
産
物
直
売
所
を
国

道
３
５
４
号
線
沿
い
に
移
転
す
れ

ば
、
利
用
者
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
と
思
う
。

Ａ　

ご
要
望
と
し
て
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Ｑ　

大
利
根
中
央
支
店
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
２
台
設
置
し
て
欲
し
い
。

Ａ　

支
店
等
再
編
計
画
で
は
、
大

利
根
中
央
支
店
に
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
２

台
設
置
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ　

支
店
の
土
地
の
一
部
を
自
治

会
館
敷
地
と
し
て
借
地
し
て
い
る

が
、
支
店
等
再
編
後
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。

Ａ　

契
約
ご
と
で
す
の
で
個
別
に

相
談
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
前
向
き
に
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
自
治
会
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
再
編
後
の
対
応
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
関
係
で
、
一
般
組
合
員
へ
の

支
店
等
再
編
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
今
後

説
明
を
十
分
に
行
う
べ
き
で
あ

る
。

Ａ　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
感
染
予
防
策
に
万
全
を
期
し

た
上
で
、
支
店
別
説
明
会
を
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

支
店
等
再
編
計
画
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
欲
し
い
。

Ａ　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｑ　

支
店
等
再
編
後
に
つ
い
て

は
、
出
向
く
事
業
を
展
開
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
統
廃
合
し
て
大
所

帯
と
な
る
の
に
本
当
に
実
行
で
き

る
の
か
。

Ａ　

今
回
の
支
店
等
再
編
計
画

は
、｢

待
ち
の
体
制｣

か
ら｢
出
向

く
体
制｣

の
強
化
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
事
業
の
維
持
拡
大
を
図
る
計

画
で
す
。
渉
外
担
当
者
の
大
幅
な

増
員
な
ど
、
出
向
く
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
十
分
に
協

議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

高
齢
に
な
る
と
自
動
車
の
運

転
も
で
き
な
く
な
る
の
で
、
支
店

等
再
編
に
よ
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
撤
去

さ
れ
れ
ば
、
郵
便
局
へ
口
座
を
移

す
こ
と
と
な
る
。

Ａ　

｢

支
店
は
遠
く
な
っ
て
も
、

職
員
は
近
く
な
っ
た｣

と
思
わ
れ

る
よ
う
に
、
出
向
く
体
制
を
強
化

し
て
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

Ｑ　

担
当
業
務
の
違
う
職
員
が
１

日
に
２
度
も
来
る
場
合
が
あ
る

が
、
業
務
内
容
が
異
な
っ
て
い
て

も
、
１
軒
に
対
し
て
１
人
の
職
員

が
回
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

Ａ　

Ｊ
Ａ
は
総
合
事
業
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
専
門
性
を
持
っ
た
職

員
を
配
置
す
る
観
点
か
ら
、
担
当

業
務
に
つ
い
て
分
担
を
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

支
店
が
廃
止
に
な
る
と
、
組

合
員
と
し
て
は
不
便
に
な
る
の

で
、
利
便
性
向
上
に
配
慮
し
て
欲

し
い
。

Ａ　

組
合
員
・
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
つ
い
て
は
、｢
組
合
員
・
利

用
者
フ
ァ
ー
ス
ト｣

を
心
が
け
、
支

店
を
核
と
し
な
が
ら
、
今
ま
で
以

上
の
サ
ー
ビ
ス
を
第
一
に
掲
げ
て
、

事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

支
店
等
再
編
計
画
に
つ
い

て
、
農
機
セ
ン
タ
ー
の
集
約
に
関

し
て
は
反
対
で
あ
る
。
現
埼
玉
志

多
見
支
店
で
は
遠
す
ぎ
る
の
で
、

他
の
業
者
に
お
願
い
す
る
と
思

う
。

Ａ　

現
埼
玉
志
多
見
支
店
は
、
当

組
合
管
内
の
中
心
に
位
置
し
て
お

り
、
農
機
セ
ン
タ
ー
の
集
約
場
所

と
し
て
は
適
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
集
約
に
よ
る
農
機
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
迅
速

な
顧
客
対
応
と
、
高
度
な
修
理

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
態
勢
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

農
機
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
を
す

る
と
、
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

て
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
の
で
、

再
編
後
に
つ
い
て
も
今
ま
で
ど
お

り
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し
た

い
。

Ａ　

今
ま
で
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
て
、
農
繁
期
前
に
農
機
の

始
業
前
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
作
業
中
に
起
こ
り
が
ち

な
不
意
の
故
障
を
軽
減
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

農
機
セ
ン
タ
ー
の
集
約
に
つ

い
て
、
特
に
冬
の
間
の
施
設
用
暖

房
機
の
修
理
対
応
が
心
配
で
あ
る
。

北
川
辺
地
区
に
つ
い
て
は
利
用
者

も
多
い
の
で
、
農
繁
期
だ
け
で
も

職
員
を
数
名
常
駐
さ
せ
て
欲
し
い
。

Ａ　

ご
要
望
と
し
て
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

Ｑ　

Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
に
は
期
待

を
し
て
い
る
が
、
農
作
業
等
の
受

委
託
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
計
画

内
容
が
わ
か
ら
な
い
。

Ａ　

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
の
モ
デ
ル
地
区

の
選
定
や
、
委
託
要
望
調
査
の
準

備
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
は
、

中
期
３
か
年
運
動
計
画
書
に
基
づ

き
、
法
人
設
立
準
備
を
経
て
、
モ

デ
ル
地
区
で
の
受
託
事
業
実
施

（
作
業
受
託
・
農
業
生
産
）
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

年
金
友
の
会
へ
の
入
会
を
自

由
と
す
る
か
、
廃
止
を
し
て
欲
し

い
。

Ａ　

入
会
に
つ
い
て
は
強
制
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
人
の
申
出

に
よ
り
年
金
の
受
給
だ
け
で
も
Ｊ

Ａ
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ　

現
職
の
総
代
の
任
期
中
に
、

総
代
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け
て

欲
し
い
。

Ａ　

支
店
等
再
編
計
画
の
支
店
別

説
明
会
に
お
い
て
、
意
見
交
換
の

場
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま

す
が
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

組
合
員
が
高
齢
化
し
て
い
る

中
で
、
若
手
の
就
農
に
つ
い
て
は

至
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

Ａ　

ご
要
望
と
し
て
、
検
討
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

若
い
担
い
手
育
成
を
積
極
的

に
進
め
て
欲
し
い
。

Ａ　

行
政
や
関
係
機
関
と
協
力

し
、
担
い
手
育
成
塾
で
の
研
修
を

は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
に
よ

る
新
規
就
農
希
望
者
の
受
入
・
雇

用
に
よ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
の
声
を
真
摯
に
検
討
し
、
今
後

の
組
合
運
営
に
活
か
し
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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再 計

店

編

支

画

等

　ＪＡほくさいは、支店等再編計画を最重要課題として、令和元年11月の理事会での決議を経て、

令和２年１月より各地区において、総代・農家組合長等の組織代表者を対象に説明会を開催し、支店

等再編計画について、理解の浸透に努めてまいりました。

　このたび、令和２年６月10日に開催された第24回通常総代会にて、支店等再編計画についてご承

認をいただきましたので、お知らせいたします。

　農業・ＪＡを巡る情勢はますます厳しさを増しており、農業者の減少・高齢化、また耕

作放棄地の増大、組合員の世代交代等に加え、マイナス金利の導入や営農経済事業の縮小

化などがもたらす収益環境の変化や施設の老朽化など、抜本的な対応に迫られています。

　支店等再編の取り組みは、組合員・利用者の満足度向上を目指した自己改革の一環です。

支店を核としながら、これまで以上のサービスを第一に掲げて、組合員・利用者に引き続

き親しまれ、組合員・利用者にとってなくてはならない存在であり、末永くご利用いただ

けるＪＡとして事業活動を展開してまいります。

　農業・ＪＡを巡る環境・情勢の変化等を踏まえ、安定経営を維持していくことが可能な

収支の確保や内部管理体制の高度化の観点から支店等再編を行う必要があると考えます。

　組合員の皆様には支店等の再編につきまして、ご理解とご協力の程、何卒よろしくお願

い申し上げます。

な
ぜ
今
、
支
店
再
編
な
の
か

ワンランク上の

ＪＡを目指して

基本的な考え方

営農指導事業

信用・共済事業

購 買 事 業

　支店再編により、サービスが低下するのではな
いかという懸念に対し、「待ちの姿勢」から対話を
重視した「出向く姿勢」に転換し、組合員・利用
者の皆様との対話・相談等、直接的且つ、積極的
にかかわっていき、出向く体制を確立し、ＪＡと
の信頼関係を強固なものにし、組合員・利用者の
皆様の満足度向上につなげるものといたします。出

向
く
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支店・事業
所 は ど う
な る の？

　組織が変わることにより、「新たなＪＡほくさい」として
経営の基盤を確立し、組合員の皆様の所得向上につなげる
ということを目標に対処していかなくてはなりません。
　単なる統廃合ではなく、機能・業務の仕組の再編であり、
ＪＡの経営資源の再配分を行うことで、前述の問題点や課
題に対処する必要があります。
　抜本的変更を行い、厳しい時代の中で環境の変化に素早
く対応し、出向く体制の強化に向けて支店等の再編を実施
することといたしました。

　再編後の支店は、金融共済店舗に生まれ変わります。
そして、高度化・専門化した相談機能を備え、金融共
済業務を主としながら、営農経済センターと連携した
地域活動の拠点といたします。

【出張サービス】
　金融共済業務において、支店再編により、来店が困
難な組合員・利用者の方が増えることが見込まれるこ
とから、渉外を充実させて出向く体制を強化する必要
があり、組合員・利用
者の皆様との積極的な
コミュニケーションを
図るために、電話連絡
を受けて、渉外担当者
が訪問する体制を構築
いたします。

【窓口営業時間を延長】（例）

　営農経済センター構想は営農経済関連
事業の機能と要員を集約化して、その機
能の高度化・効率化を図ることでありま
す。支店再編後の経営資源（人）を「新
規事業」と「外務（営業）活動」のため
に活用します。新たな農協として、渉
外（営業）を基軸とした業務体制といた
します。正組合員の皆様に直接的に出向
くことによって、営農経済事業に対する
ニーズの把握・サービスの提供を行うこ
とといたします。
　また、配送体制についても、物流の合
理化を図ることにより、その日の注文の
受付はその日のうちに配達することを基
本といたします。
　米・麦の庭先集荷業務等についても、
再編後は営農経済センター職員で対応い
たします。

【窓口営業時間を延長】（例）

金融・共済店舗へ 営農経済センターへ

支　店
　貯金や
　　共済は

生産資材や
営農のご相談は

通常日 平日：８:30～17:00まで

農繁期
（時期は各地区の
農繁期に合わせる）

平日：８:30～18:00まで

土・日曜日：8:30～17:00まで

営業時間 平日：８:30～17:00まで

8：30～１５:00までの
取扱業務 通常業務

15:00～17:00までの
取扱業務

通常業務を取扱いますが、為替、
税金・公共料金等一部の手続きは
翌営業日扱いとなります。
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　農機事業の業務改善を図るため、７か所の農機センターを
統合することにより事業の効率化を図ってまいります。農機
センターが１か所に集約されることにより、センターが遠く
なる地区が増え、組合員の皆様の利便性が損なわれ、サービ
スの低下が心配されますが、顧客対応に迅速に出向いてまい
ります。
　特に、田植え・稲刈り時期には、農機担当全職員により、
組合員の皆様のお宅を訪問し、農機具の始業前点検を実施い
たします。そのことにより、作業中の故障を軽減し、何より
も組合員の皆様に安心感を与え、信頼を築けるものと思って
おります。
　農家戸数が減少する中で、将来組合員の皆様に対して、よ
り高度なサービスを提供する体制を構築いたします。

　農業後継者の減少や高齢化によ
る労働力不足が課題となっている
ことから、地域農業を支えること
を目的として、ＪＡの農業経営や
ＪＡ出資型法人の設立等を目指し
てまいります。
　この事業は、組合員の皆様が待
ち望んでいた一大プロジェクトで
あると認識しており、(株)かぞ農
業公社や担い手の皆様方と調整を
図りながら、地域の水田農業の振
興に寄与していきたいと考えてお
ります。

農機センター ＪＡ出資型法人による農作業等の
受委託（新規事業）について

　　　　再編スケジュール　※再編後の名称は仮称です

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

川
里
中
央
支
店

北
川
辺
支
店

東支店

太田支店

行田北支店

原道支店

行田南支店

行田中部支店

豊野支店

行田中央支店

南河原支店

大利根中央支店

行田西支店

現在の川里中央支店で営業

現在の大利根中央支店で営業 現在の大利根営農経済センターで営業

現在の北川辺支店で営業

現在の行田中央支店の敷地に新店舗を建設

現在の行田中部支店で営業

川里中央支店

大利根中央支店
大利根営農経済
センター

北川辺支店

川里営農経済センター 北川辺営農経済センター

行田中部支店

ＡＴＭ１台

ＡＴＭ１台

ＡＴＭ２台

ＡＴＭ２台（うち１台は直売所）

行田中央支店

ＡＴＭ２台

行田営農経済
センター

行田中央支店の新店舗内に設置
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令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

羽生北支店

加須西支店

田ヶ谷支店

手子林支店

加須北支店

種足支店

羽生東支店

水深支店

須影支店

大桑支店

鴻茎支店

行田農機センター

川里農機センター

大利根農機センター

加須農機センター

北川辺農機センター

羽生農機センター

騎西農機センター

新郷支店

埼玉志多見支店

羽生中央支店

加須中央支店

騎西中央支店

現在の本店1Ｆに移転して営業 現在の手子林支店で営業

現在の旧加須経済センター敷地に新店舗建設

現在の騎西中央支店敷地に新店舗建設

現在の埼玉志多見支店敷地に設置

羽生中央支店 羽生営農経済センター

加須中央支店

騎西中央支店

ＡＴＭ１台 ＡＴＭ１台

加須営農経済センター

騎西営農経済センター

ＡＴＭ２台

ＡＴＭ２台

ＪＡほくさい農機センター

ＡＴＭ１台

⓬



　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

８
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

理
事
会
か
ら

５
月
15
日
の
主
な
議
案

①
令
和
元
年
度
決
算
書
類
、
事
業

報
告
、
附
属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て

５
月
28
日
の
主
な
議
案

①
会
計
監
査
人
監
査
結
果
報
告
に

つ
い
て

②
令
和
元
年
度
決
算
監
事
監
査
報

告
に
つ
い
て

③
就
業
規
則
お
よ
び
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

④
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
資
金
融
資
要
項
等
の
制
定

に
つ
い
て

⑥
職
員
の
夏
期
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て

６
月
10
日
の
主
な
議
案

①
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

②
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

③
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

税
務
法
律
相
談

８
月
３
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご相談
については、ＪＡほくさいか農業委
員会または農業者年金基金にお問
い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

④
特
定
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

⑤
理
事
の
順
位
に
つ
い
て

⑥
令
和
２
年
度
理
事
報
酬
の
配
分

に
つ
い
て

⑦
顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て

⑧
地
域
担
当
理
事
に
つ
い
て

⑨
専
門
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

⑩「
理
事
の
行
為
規
範
」の
再
確
認

に
つ
い
て

６
月
29
日
の
主
な
議
案

①
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告

書
に
つ
い
て

②
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
（
会
長
選
任
に
と
も
な
う
変

更
）

令和2年産　ほくさい農協産地品種銘柄
必須銘柄 選択銘柄

水稲うるちもみ
及び玄米

コシヒカリ
キヌヒカリ
彩のかがやき
朝の光
日本晴
あきたこまち
ミルキークィーン
彩のみのり

彩のほほえみ
みつひかり
とねのめぐみ
彩のきずな

水稲もちもみ
及び玄米 峰の雪もち 　

醸造用玄米　 さけ武蔵　 五百万石
山田錦

普通小麦　 農林61号
あやひかり

さとのそら
ハナマンテン

普通小粒大麦 すずかぜ 　
普通はだか麦 イチバンボシ
普通大豆及び
特定加工用大豆

エンレイ
タチナガハ

行田在来
里のほほえみ

※必須銘柄は、埼玉県内全ての登録検査機関で銘柄検査を行うこ
とができます。選択銘柄は、ほくさい農協が独自に銘柄検査を行
うことができるものです。

令和2年産米の農産物検査員活動体制
検査員名 担当施設 担当支店

柴嵜　秀光
行田カントリー
エレベーター

大利根中央・東・原道・豊野
高橋　　哲 行田西・羽生東・新郷・種足
室田　明秀 行田南・行田中央・南河原・田ヶ谷
早川　宏史 川里

ライスセンター
羽生中央・羽生北・手子林・須影

野口　智弘 大利根中央・東・原道・豊野
萩原　智史

羽生
ライスセンター

鴻茎・北川辺
南　　寿典 太田・行田北・行田中部
西村　法弘 行田南・行田中央・南河原・田ヶ谷
坂本　義和 加須カントリー

エレベーター
川里中央・加須中央・加須西・加須北

小谷野　諭 行田西・羽生東・新郷・種足
野中　俊宏 埼玉志多見

カントリーエレベーター
大桑・水深・埼玉志多見・騎西中央

矢島　章吾 大桑・水深・埼玉志多見・騎西中央
古澤　忠弘

騎西カントリー
エレベーター

羽生中央・羽生北・手子林・須影
関根　忠志 鴻茎・北川辺
大澤　　卓 行田西・羽生東・新郷・種足
石井　裕之

大利根
ライスセンター

行田南・行田中央・南河原・田ヶ谷
平岡　敬章 川里中央・加須中央・加須西・加須北
島田　伊織 太田・行田北・行田中部
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※ 意識障害（受け答えがおかしい、意識がない）がある場合や、症状が回復しない場合は、迅速に医療機関を受診して下さい。

作業前に確認！熱中症予防のポイント

熱中症になってしまったときの応急処置

⚫ 衣服をゆるめ、涼しい場所に寝かせる
⚫ 氷水につける、水を掛ける、扇風機等で強い風を送るなど

して、なるべく早く体を冷やす
⚫ 飲めるようならこまめに水分をとらせる

１ のどが乾く前に水分補給
• 喉が乾いていなくても、 〜 分おきに水分をとるよう

に心がけましょう。
• 水分と併せて、塩分も補給しましょう。

定期的に休憩をとる２
• 時間おきに休むなど、時間を決めて休憩するようにしましょう。
• 日陰がない場合は、日除けを設けるなどして、なるべく涼しい環境で

休憩するようにしましょう。

なるべく複数人で作業をする３
• 人作業の時は、必ず携帯電話を持参しましょう。
• 家族等に作業場所と帰宅時刻を伝えておきましょう。

ハウスや畜舎の換気を徹底５
• 短時間の作業でも、側窓や天窓を開放して少しでも

風通しを良くしましょう。

無理をしない・させない４
• 自身の体調、一緒に作業する家族や従業員の体調に配慮し、少しでも

疲れたと感じたら、無理せず休む・休ませるようにしましょう。

埼玉県マスコット
「さいたまっち」

埼玉県農林部農業支援課 TEL:  048−830−4055 FAX: 048−830−4833

月日 行田農産物直売所
☎048-556-2203

羽生農産物直売所
☎048-563-4609

加須農産物直売所
☎0480-61-3044

騎西農産物直売所
☎0480-73-6776

北川辺農産物直売所
☎0280-62-3636

8月10日 月
通常営業 通常営業

通常営業 通常営業
通常営業

8月11日 火 臨時営業 臨時営業

8月12日 水 臨時営業 臨時営業

通常営業
通常営業

臨時営業

8月13日 木 通常営業 通常営業

通常営業8月14日 金

臨時休業 臨時休業8月15日 土

8月16日 日

臨時休業8月17日 月
通常営業 通常営業

臨時休業

8月18日 火 定休日 定休日

8月19日 水 定休日 定休日

臨時休業 臨時休業

定休日

8月20日 木

通常営業 通常営業 通常営業
8月21日 金

8月22日 土
通常営業 通常営業

8月23日 日

☆各店舗でお盆感謝セールを開催する予定ですが、新型コロナウイルスの感染拡大の状況により中止に
する場合もあります。開催する場合は各店頭で随時お知らせするとともに当組合ホームページでご案
内申し上げます。また、加須・騎西農産物直売所で行う梨の店頭販売も同様にご案内いたします。

ＪＡほくさい賃貸アパート

入
募

者居
集

物件情報は「ＪＡほくさい　アパー
ト」で検索いただくか、左記ＱＲコー
ドにアクセスしてご覧ください

【行田市内物件】
資産管理行田営業所　☎048-556-1171
※アパート仲介業務のみ
【羽生市内物件】
経済部資産管理課　　☎048-563-3000
【加須市内物件】
資産管理加須営業所　☎0480-61-0905

お
問
い
合
わ
せ
先

JA農産物直売所　夏季営業日程
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図1　幼穂の模式図
（カッターで切断したようす）

水
稲
の
中
期
管
理

一 

今
年
の
気
象
と
生
育
の
経
過

　
４
月
中
下
旬
の
低
温
に
よ
り

４
・５
月
上
旬
植
え
の
水
稲
で
は
、

活
着
と
初
期
生
育
が
遅
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
気
温
の
上
昇
に

よ
り
平
年
並
に
追
い
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
に
田
植
え
し
た
ほ
場
も

生
育
は
順
調
で
す
。

　

５
月
25
日
現
在
の
気
象
庁
３
か

月
予
報
で
は
、
気
温
は
７
月
が
平

年
並
み
か
高
く
、
８
月
は
高
く
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
降
水

量
は
ど
ち
ら
の
月
も
ほ
ぼ
平
年
並

の
見
込
み
で
す
。

　

水
管
理
・
穂
肥
等
を
し
っ
か
り

行
い
、
暑
さ
に
負
け
な
い
米
作
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

二 

水
管
理

⑴
中
干
し

　

田
植
え
後
25
～
30
日
経
過
し
て
、

1
株
当
た
り
の
茎
数
が
20
本
程
度

確
保
で
き
た
ら
、
田
面
に
小
ひ
び

が
入
る
程
度
に
中
干
し
を
行
い
ま

す
。
昨
年
は
降
雨
と
日
照
不
足
に

よ
り
、
中
干
し
が
不
十
分
で
、
過

繁
茂
に
な
っ
た
ほ
場
が
散
見
さ
れ

ま
し
た
。
天
気
予
報
で
雨
が
続
く

場
合
は
、
早
め
に
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

　

中
干
し
実
施
後
は
、
湛
水
と
断

水
を
３
～
４
日
で
切
り
替
え
る

「
間
断
か
ん
水
」
を
行
い
、
根
の

活
力
を
維
持
し
ま
す
。

⑵
出
穂
期
前
後
の
水
管
理

　

出
穂
期
は
、
水
不
足
が
最
も
影

響
す
る
時
期
で
す
。
出
穂
期
前
後

の
各
１
週
間
は
深
水
で
管
理
し
ま

す
。

　

出
穂
７
～
10
日
後
か
ら
、
間
断

か
ん
水
を
行
い
ま
す
。

三 

穂
肥

　

穂
肥
の
施
用
時
期
や
量
は
、
幼

穂
長
、
葉
色
を
確
認
し
て
決
め
ま

す
（
表
１
）。

　

穂
肥
は
葉
色
板
を
用
い
て
、
葉

色
が
4
以
下
に
な
っ
て
か
ら
施
用

し
、
4
以
上
の
場
合
は
時
期
を
遅

ら
せ
、
施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

　

高
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

出
穂
期
10
日
前
に
再
度
、
葉
色
診

断
を
行
い
ま
す
。
葉
色
４
以
下
の

場
合
は
、
穂
肥
を
施
用
す
る
こ
と

で
、
収
量
や
品
質
の
低
下
を
防
げ

ま
す
。

　

一
発
肥
料
を
用
い
た
場
合
、
原

則
、
追
肥
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
高

温
が
続
く
と
、
想
定
よ
り
早
く
肥

料
分
が
溶
出
し
、
不
足
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
出
穂
期
10
日
前

に
葉
色
診
断
を
行
い
、
葉
色
４
以

下
の
場
合
に
は
穂
肥
を
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

四 

幼
穂
長
の
計
測
方
法

　

幼
穂
長
は
１
ほ
場
で
複
数
本
計

測
す
る
と
よ
り
正
確
で
す
。

①
ほ
場
内
で
平
均
的
に
生
育
し
て

い
る
株
の
一
番
草
丈
の
大
き
い

茎
を
根
元
か
ら
と
り
ま
す
。

②
そ
の
茎
を
カ
ッ
タ
ー
で
縦
に
割

る
か
、
手
で
む
き
ま
す
。

③
茎
の
中
心
に
あ
る
幼
穂
の
長
さ

を
測
り
ま
す
。

五 

病
害
虫
防
除

⑴
カ
メ
ム
シ
類

　

生
息
場
所
は
畦
畔
な
ど
の
雑
草

で
す
。
草
刈
の
徹
底
は
、
重
要
で

す
が
、
出
穂
２
週
間
前
以
降
に
草

刈
を
行
う
と
、
カ
メ
ム
シ
が
本
田

に
飛
び
込
み
、
斑
点
米
の
発
生
を

助
長
す
る
た
め
避
け
て
く
だ
さ
い
。

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

⑵
稲
こ
う
じ
病

　

稲
こ
う
じ
病
は
、
出
穂
ま
で
の

30
日
間
に
雨
が
多
く
、
日
照
不
足

で
気
温
が
低
い
と
多
発
し
ま
す
。

　

過
去
に
多
発
し
た
ほ
場
や
、
肥

料
が
多
い
ほ
場
で
は
特
に
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。
稲
こ
う
じ
病
の

多
発
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
表

２
を
参
考
に
薬
剤
散
布
を
し
ま
す
。

　

散
布
適
期
は
出
穂
期
21
～
14
日

前
で
す
。
使
用
時
期
に
注
意
し
て

使
い
ま
す
。

表1　穂肥の施用時期と量の目安

品種名 作型等
時期の目安 量の目安

施用時期
（出穂前日数） 幼穂長 葉色の目安

（単葉）
穂肥施用量
（Ｎ成分）

コシヒカリ 4月から
5月上旬植まで

18日 8～15㎜ 4 1㎏/10a
18日 8～15㎜ 3.5 2㎏/10a

彩のかがやき
5月植 23～22日 1.5㎜ 4 3㎏/10a
6月植 25日 1.0㎜ 4 2㎏/10a

高温時2回目 10日 100㎜ 4 2㎏/10a

彩のきずな 5月植 25～23日 1～1.5㎜ 4 3㎏/10a
6月植 25日 1.0㎜ 4.5 2㎏/10a

※彩のきずなやコシヒカリにおいても高温により葉色が極端に低下した場合２回目の追肥を施す

表2　稲こうじ病防除薬剤

農薬名 希釈倍数・
10a当たり使用量 使用方法 使用時期 10a当たり

散布液量
本剤使用

回数

ドイツボルドーA 2000倍 散布 出穂10日前
まで 60～150L ─

モンガリット粒剤 3～4kg
湛水散布 収穫45日前

まで ─
2回以内

モンガリット1キロ粒剤 １～1.3kg 2回以内

○農薬使用の際は、ラベル表示（使用基準）だけでなく、 購入後に変更された最新
情報の有無を確認してから使用しましょう。

○令和2年5月19日現在の登録内容で作成しています。

葉に包まれて見えなければ
むく。

白くつぶつぶした感じ。

節間が伸びてきている。

幼
穂
長

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０

－

６
１

－

３
９
１
１
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（16頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

多収米コンテスト、県内ナンバーワンに騎西の黒川さん
　騎西地区の水稲農家・黒川浩さんが、「令和元年度ＪＡ全農
契約栽培米多収コンテスト」で全農埼玉県本部長賞に輝きまし
た。
　この賞は、同コンテストにエントリーした県内の参加者のう
ち、10㌃当たりの収穫量が最も高い生産者を表彰するもので
す。
　黒川さんは栽培する「ほしじるし」で反収690㌔を達成。Ｊ
Ａの営農経済を担当する渉外担当者（通称ＴＡＣ(タック)）の
「コメ離れが進む中でも、多収米は中・外食産業から業務用米
としてのニーズが高く、販売が好調」という一言がきっかけで
元年度から栽培を始めました。

　６月１日には騎西中央支店で表彰状の贈呈式が行われました。ＪＡ坂本富雄組合長（当時）が表彰状を
手渡すと、黒川さんは「700㌔とまではいえないが、昨年よりは多く穫りたいです。」と今作への意気込
みを話していました。

川里農業青年会議所から寄せ植えをいただきました
　ＪＡ本店と川里中央支店は川里農業青年会議所から花の寄せ植えをいただきました。
　植えられた花はマリーゴールドやナデシコ、ブルーサルビア
など夏を彩る清楚な花々です。
　５月１５日に横山貴則会長らが本店を訪れ、「暑さに強い花
ばかりです。花を観た人が暑さに負けず元気に過ごせるように、
そして少しでも明るい気持ちになれるようにとの思いを込めて
植えました。」と坂本富雄組合長（当時）に手渡しました。
　見ごろは１０月中旬まで。ご来店の際は、色鮮やかでみずみ
ずしいその姿をどうぞお楽しみください。

女性部羽生支部が市内の
児童養護施設に手作りマスクを寄贈
　ＪＡ女性部では、４月上旬から「マスクの輪」運動をすすめていま
す。
　この活動は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で品薄状態とな
ったマスクを手作りし、自身や周囲の健康を守ることが目的です。
　まず、６つある支部の役員がそれぞれ布マスクを作成し、他の部員
にプレゼントします。貰った部員は自分でも１枚作り、それをまた別
の部員にと繋げていくことで、手作りマスクの輪を広げています。
　この活動をすすめる中で、羽生支部では地域の児童養護施設の子供
たちにもプレゼントしたいとの案が浮上。合計200枚を作成し、市内
２ヶ所の施設に寄贈しました。
　５月７日に贈ったのは、社会福祉法人あゆみ会児童養護施設あゆみ
学園です。長谷川タマ子部長らが同園を訪れ、丑久保恒行施設長に「心
を込めて作ったのでぜひ使ってください。」と手渡しました。
　５月21日には社会福祉法人羽生福祉会児童養護施設ふれんどに贈
呈。受け取った武藤裕之施設長は「女の子たちが喜びそうな柄がたく
さん。」と喜んでいました。

丑久保施設長㊧にマスクを手渡す
長谷川部長㊥ら

武藤施設長㊨にマスクを手渡す
長谷川部長㊥ら

坂本組合長から表彰状を受け取る黒川さん㊧

坂本組合長㊧に寄せ植えを贈呈する横山会長（左から２人目）ら

⓰



羽
二
重
の
衣き

ぬ

す
べ
る
ご
と
散
り
牡
丹　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

太
陽
を
こ
な
ご
な
に
し
て
泳
ぐ
蛇　
　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

雲
の
峰
ぐ
ん
と
小
さ
く
な
る
山
河　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

麦
の
秋
赤
城
へ
伸
び
る
飛
行
雲　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

人
の
世
の
騒
ぎ
は
知
ら
ず
昼
蛙　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

生
き
残
る
と
は
厳
し
い
事
よ
柿
の
花　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

声
か
け
て
み
た
く
な
る
人
百
合
の
花　
　
　
　

〃　
　

戸
田　

達
子

蛇
を
見
し
胸
の
鼓
動
の
今
も
な
ほ　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

寝
た
き
り
と
な
り
て
窓
辺
の
柿
の
花　
　
　
　

〃　
　

石
渡　

正
一

両
の
手
も
道
具
の
ひ
と
つ
草
を
引
く　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

補
植
す
る
母
の
小
さ
き
背
中
か
な　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

芍
薬
や
月
命
日
に
挿
し
に
け
り　
　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

街
の
色
動
き
出
し
た
る
若
葉
か
な　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

ひ
と
時
の
安
ら
ぎ
に
あ
り
花
菖
蒲　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

木
鋏
を
鳴
ら
し
て
青
葉
刈
込
め
り　
　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

物
置
の
鍬
出
番
待
つ
春
の
朝　
　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

外
食
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
無
く
母
の
日　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

珍
客
に
下
す
九
谷
や
新
茶
汲
む　
　
　
　
　
　

〃　
　

五
十
嵐
弘
子

さ
ざ
波
の
間
に
浮
か
ぶ
お
ぼ
ろ
月　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

菜
の
花
や
切
れ
て
顔
出
す
野
良
の
人　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

雨
上
が
り
柿
の
梢
の
緑
濃
し　
　
　
　
　
　

加　

須　

夢
川　

照
子

白
犬
は
客
に
小
躍
り
春
日
射
し　
　
　
　
　

行　

田　

天
沼　

広
吉

※
９
月
号
へ
の
投
句
は
、
７
月
27
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８
─

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛
て

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

鯉
の
ぼ
り
空
に
大
河
の
流
れ
あ
り　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

（評）
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
を
中
心
に
立
て
る
鯉
幟
だ
が
、
最
近

は
内
飾
り
が
多
く
ほ
と
ん
ど
見
た
事
が
な
い
。
鯉
は
出
世
魚
と
し

て
男
の
子
の
縁
起
も
の
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
勇
壮
に

泳
ぐ
鯉
幟
の
空
に
大
河
の
流
れ
が
あ
る
と
言
う
作
者
の
豊
か
な
発

想
に
惹
か
れ
た
。

夏の農機大展示会
中止のお知らせ

新型コロナウイルス感
染拡大を防止するため、
７月に予定しており
ました夏の農機大展
示会の開催中止を決定
いたしました。

　７月１日より「レジ袋有料化義務化」がスター

トしました。これにともない、ＪＡほくさいでも

レジ袋をご希望のお客様

にはすべてのサイズを一

律３円で販売いたします。

　ご不便をおかけいたし

ますが、ご理解・ご協力

をお願いいたします。

レ
ジ
袋

有
料
化3

⓱



３
０
０
０
万
円
）
は
、
遺
産
の
前

渡
し
と
み
ら
れ
て
遺
産
の
額
を
計

算
す
る
「
持
戻
し
」
が
原
則
で
す
。

但
し
、
贈
与
者
が
「
贈
与
し
た
財

産
は
持
戻
さ
な
い
で
良
い
（
残
っ

た
も
の
だ
け
を
分
け
て
ほ
し
い
）」

と
言
え
ば
（
持
戻
し
免
除
の
意
思

表
示
）、
遺
産
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
持
戻
し
免
除
の
意
思
表

示
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
は
大
変

で
す
。
証
明
で
き
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く
夫
が
妻
に
自
宅
を
贈
与
し

て
も
相
続
の
際
は
自
宅
も
遺
産
と

し
て
計
算
さ
れ
（
本
件
で
は

６
０
０
０
万
円
）、
妻
の
取
り
分

が
減
り
ま
す
（
本
件
で
は
妻
の
法

定
相
続
分
が
３
０
０
０
万
円
の
た

め
、
取
り
分
な
し
に
）。

２
０
１
９
年
7
月
施
行
の
改
正

相
続
法
で
は
、
婚
姻
期
間
が
20
年

以
上
の
夫
婦
間
で
居
住
用
不
動
産

を
贈
与
か
遺
贈
し
た
と
き
は
、「
持

JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②「
借
り
主
が
事
業
停
止
で
賃
料
減
額
を
請
求

―
支
払
い
猶
予
な
ど
で
対
応
を
」

①「
妻
に
自
宅
で
住
み
続
け
て
も
ら
い
た
い

―「
持
戻
し
免
除
」の
意
思
表
示
を
」

私
達
夫
婦
は
結
婚
し
て
40
年

が
過
ぎ
、
3
人
の
子
ど
も
は
独

立
し
、
二
人
暮
ら
し
で
す
。
私

の
財
産
は
自
宅
（
建
物
と
敷
地

で
３
０
０
０
万
円
）
と
預
貯
金

３
０
０
０
万
円
で
す
。
相
続
法

が
改
正
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。

妻
に
自
宅
を
贈
与
す
れ
ば
、
妻

は
私
の
死
後
も
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

経
営
す
る
B
社
に
対
し
、
１
カ

月
80
万
円
で
建
物
を
貸
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
B
社
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
伴
う
政
府

の
自
粛
要
請
に
従
い
本
年
４
月

15
日
か
ら
休
業
し
て
い
る
と
し

て
、
５
月
分
か
ら
８
月
分
ま
で

の
賃
料
を
1
カ
月
40
万
円
に
減

額
す
る
よ
う
要
請
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
じ
な
い
と
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

政
府
に
よ
る
自
粛
要
請
は
命
令

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
B
社
は

こ
れ
に
応
じ
る
法
律
上
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
薬

も
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
現
状
で
は
B

社
が
事
業
を
休
業
す
る
の
は
や
む

を
得
な
い
措
置
で
あ
る
と
解
さ
れ

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
借
主
は
賃

料
の
支
払
い
に
窮
す
る
こ
と
か

ら
、
貸
主
に
対
し
て
賃
料
の
減
額

を
求
め
て
く
る
こ
と
は
自
然
の
流

れ
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省

も
不
動
産
関
連
団
体
を
通
じ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
賃
料
の
支
払
い
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
借
主
に
対
し

て
は
、
賃
料
の
支
払
い
の
猶
予
に

応
じ
る
な
ど
、
柔
軟
な
措
置
の
実

施
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
貸
主
が
借
主
か
ら
賃
料

の
減
額
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は

二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
一
定
期
間
、
賃
料
の
全
額
ま
た

は
一
部
の
支
払
い
を
猶
予
し
、
猶

予
期
間
経
過
後
に
猶
予
額
を
分
割

ま
た
は
一
括
し
て
支
払
う
方
法
、

②
一
定
の
期
間
、
賃
料
の
全
額
ま

た
は
一
部
を
免
除
し
、
免
除
期
間

経
過
後
は
約
定
通
り
の
賃
料
を
支

払
う
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
貸
主
が
②
を
選
択
す

る
場
合
に
は
、
借
主
（
事
業
主
）

に
持
続
化
給
付
金
（
事
業
の
継
続

や
再
起
の
た
め
の
給
付
金
）
等
の

公
的
援
助
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
借
主
が
こ
れ
ら
の
公
的
資

金
の
交
付
申
請
を
し
た
か
も
調
査

し
た
上
、
免
除
額
や
期
間
に
つ
い

て
判
断
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

相
続
で
は
、
生
前
に
贈
与
さ
れ

た
大
き
な
財
産
（
本
件
で
は

①

②

①

②

戻
し
免
除
の
意
思
表
示
が
あ
っ

た
」
と
推
定
す
る
規
定
が
で
き
ま

し
た（
民
法
９
０
３
条
４
項
）。「
推

定
」
は
、
反
対
の
証
拠
（「
持
戻

し
免
除
は
し
な
い
」
と
言
っ
た
証

拠
）
が
な
け
れ
ば
、
覆
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
妻
に
自
宅
を
贈
与
ま

た
は
遺
贈
す
る
と
き
は
、
そ
の
契

約
書
な
ど
に
「
持
戻
し
を
免
除
す

る
」
と
明
記
す
る
こ
と
を
勧
め
ま

す
。
あ
な
た
の
相
続
の
際
は
、
残

っ
た
預
貯
金
（
３
０
０
０
万
円
）

を
妻
子
が
法
定
相
続
分
で
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
（
妻

１
５
０
０
万
円
、
子
各
５
０
０
万

円
）。持戻

し
免
除
は
遺
留
分
を
侵
害

で
き
ま
せ
ん
が
、
本
件
で
は
子
の

遺
留
分
（
各
12
分
の
１
）
の
侵
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
婚
姻
期
間
20
年
以
上
の

夫
婦
間
で
居
住
用
不
動
産
を
贈
与

し
た
場
合
、
贈
与
税
は
基
礎
控
除

の
ほ
か
に
最
高
２
０
０
０
万
円
ま

で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

特
例
が
あ
り
ま
す
。
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二重マスの文字を
A ～ E の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
夏
の
夜
明
け
に
ラ
ッ
パ
形
の
花
を

咲
か
せ
ま
す

❷
元
素
記
号
は
Ｕ
。『
鉄
腕
ア
ト
ム
』

で
は
ア
ト
ム
の
妹
の
名
前
に
な
っ
て

い
ま
す

❸
誕
生
日
が
来
る
と
一
つ
取
り
ま
す

❺
こ
の
全
自
動
洗
濯
機
の
コ
ー
ス
運

転
は
、
洗
い
→
―
―
→
脱
水
と
進
み

ま
す

❻
起
業
し
て
巨
万
の
―
―
を
得
た

❽
カ
メ
が
日
当
た
り
の
い
い
場
所
に

出
て
い
ま
す

⓬「
有
り
の
実
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す

⓭
ス
チ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
に
分
け
て
リ

サ
イ
ク
ル

⓮
北
海
道
和
種
と
い
う
馬
の
俗
称

⓯
障
子
や
ふ
す
ま
な
ど
の
こ
と

⓰
エ
ジ
プ
ト
の
首
都

⓱
自
動
車
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
７
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
５
月
号
の
答
〉

　

シ
ヨ
ウ
ブ
ユ

葉⓳
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
―
―
無
き
な

りタ
テ
の
カ
ギ

❶
セ
ー
フ
で
は
な
く
て

❹
赤
い
顔
を
し
て
郵
便
物
を
の
み
込

み
ま
す

❼
漂
白
や
殺
菌
に
用
い
る
白
い
粉

❾
タ
コ
や
イ
カ
が
吐
き
ま
す

❿
銃
の
こ
と
。
モ
デ
ル
―
―

⓫
土
用
の
丑（
う
し
）の
日
に
よ
く
食

べ
ら
れ
ま
す

⓭
冷
や
し
中
華
に
添
え
る
黄
色
い
薬

味⓯
水
稲
が
育
つ
場
所

⓰
雨
や
日
光
を
遮
る
た
め
に
差
し
ま

す⓱
―
―
眼
鏡
、
―
―
巻
き

⓲
寺
社
を
巡
っ
て
集
め
て
い
る
人
も

い
ま
す

⓴
畳
表
に
も
使
わ
れ
る
植
物

㉑
目
か
ら
ぽ
ろ
り
と
落
ち
る
こ
と
も

☆
梅
澤　
展
夫
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
石
島　
美
穂
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
松
村　
惠
治
さ
ま
　（
騎
　
西
）

☆
坪
井　
輝
雄
さ
ま
　（
大
利
根
）

☆
落
合　
美
妃
さ
ま
　（
大
利
根
）

　

７
月
の
別
名
は
文
月
、
ま
た
は
文
披
月
（
ふ
み
ひ
ろ
げ
づ
き
）
で
す
。

　

一
節
に
よ
る
と
こ
の
呼
び
方
は
、
七
夕
に
詩
歌
を
献
じ
る
、
あ
る
い
は
書
物
を
夜

風
に
さ
ら
す
風
習
が
語
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
七
夕
の
願
い
事
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
月
並
み
で

は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
短
冊
に
家
族
の
健
康
を
託
し
ま
し
た
。

　

夏
の
夜
は
織
姫
と
彦
星
の
伝
承
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
夜
空

を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

�

Ｋ
・
Ａ

編
集
後
記

☆
４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
当
選
者
は
次
の
５
名
で
す
。

ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を

お
贈
り
い
た
し
ま
す
。
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ＪＡほくさい
ホームページ

営 農

相 談
窓口を設置しています

新型コロナ
ウイルス

にかかる予約制

会
　
　
　
場

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日
川
里
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

羽
生
中
央
支
店

加
須
中
央
支
店

騎
西
中
央
支
店

北
川
辺
支
店

大
利
根
中
央
支
店

☎048-569-1321 ☎048-
566-1171

☎048-
561-1009

☎0480-
61-0905

☎0480-
73-1121

☎0280-
62-2211

☎0480-
72-3111

☆時間は午前９時～午前11時・午後１時30分～午後４時。
☆いずれも７月30日まで毎週開催。　☆８月以降は随時開催します。

　新型コロナウイルス感染拡大に
より農業経営にもさまざまな影響
が出ています。
　そこで、ＪＡほくさいでは県農
林振興センターと連携して農業経
営や各種支援制度等の相談窓口を
設置いたしました。

相談内容
☆ 各種支援制度（国の持続化
給付金・融資等）
☆ 経営方法（販路拡大・経費
削減・品目変更等）
☆雇用（確保・休業手当等）

予約制です
☆ 新型コロナウイルス感染
拡大を防止する観点から、
相談は予約制です。希望
する支店に事前にお申し
込みください。

「営農相談票」のダウ
ンロードはこちらから

【ＪＡほくさいＨＰ】

【この件に関するお問い合わせは】
さいたま農林振興センター農業支援部
（鴻巣市の方）　☎０４８－８２２－１００７
加須農林振興センター　農業支援部
（行田市・羽生市・加須市の方）
☎０４８０－６１－３９１１
ＪＡほくさい　営農部
☎０４８－５６３－３０００

営農相談票を
提出ください

☆ 当組合ホームページに掲
載の「営農相談票」を事
前にご提出ください。


